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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
旧
年

中
は
、
町
政
へ
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
が
、
昨
年
４
月
の
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
第
６
代

新
冠
町
長
に
就
任
し
、
町
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
の
力
強
い
ご

支
援
と
ご
厚
情
の
賜
物
と
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
問
題
、

医
療
福
祉
の
充
実
、
教
育
と
子
育
て
施
策
の
推
進
、
産
業
の

振
興
、
経
済
活
動
の
活
性
化
な
ど
様
々
な
課
題
が
山
積
し
て

お
り
、
改
め
て
、
町
政
の
か
じ
取
り
を
担
う
責
任
の
大
き
さ

や
重
大
さ
を
痛
感
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
１
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
本
町
の
基
幹
産

業
で
あ
り
ま
す
第
１
次
産
業
に
つ
い
て
は
、
基
幹
作
物
で
あ

る
ピ
ー
マ
ン
が
、
作
付
面
積
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
販
売
額

は
前
年
よ
り
さ
ら
に
増
加
し
７
億
円
を
越
え
、
ま
た
、
軽
種

馬
生
産
に
お
き
ま
し
て
も
、
北
海
道
市
場
で
の
売
却
率
、
販

売
実
績
と
も
に
前
年
を
大
き
く
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

教
育
文
化
に
お
き
ま
し
て
は
、
レ
・
コ
ー
ド
館
が
開
館
20

周
年
を
迎
え
、
ま
た
、
昨
年
５
月
に
は
、
寄
贈
レ
コ
ー
ド
が

１
０
０
万
枚
に
到
達
し
、
開
館
記
念
日
で
あ
る
６
月
８
日
に

記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
町
が
レ
・
コ
ー
ド
館
を
中
心
に
「
レ
・
コ
ー
ド
と
音
楽

の
ま
ち
」
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
で
き
ま
す
こ
と
は
、

町
民
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
各
種
事
業
に
対
す
る
ご
協
力
の
賜

物
と
感
謝
申
し
上
げ
、
引
き
続
き
、「
文
化
の
高
い
町
」
を
目

指
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

町
政
を
進
め
る
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
今
後
、
幾
多
の
困

難
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
声
に
真
摯
に

耳
を
傾
け
、
知
恵
を
お
借
り
し
な
が
ら
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら

賜
り
ま
し
た
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
新
冠
町
の
未
来
に

向
け
果
敢
に
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
本
町
を
築
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
先
人
や
諸
先
輩

方
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い
を
受
け
継
ぎ
、
子
や
孫
の
世
代

ま
で
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
元
気
で
い
き
い
き
と
し
た

個
性
豊
か
な
ま
ち
を
築
き
上
げ
て
い
く
た
め
に
も
、「
町
民
の

声
が
い
か
さ
れ
る
町
政
」、「
わ
か
り
や
す
く
公
平
・
公
正
な

町
政
」、「
町
民
と
行
政
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
３
点

を
基
本
に
、「
思
い
や
り
と
笑
顔
に
あ
ふ
れ
た
新
冠
」
の
実
現

の
た
め
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
全
力
で
町
政
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
迎
え
ら
れ
た
新
し
い
一
年
が
、
町

民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
健
康
で
幸
多
き
飛
躍
の
年
と

な
り
ま
す
よ
う
、
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

謹んで新春のお慶びを申し上げます
新冠町長　鳴 海 修 司
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11
月
15
日
、
新
冠
小
学
校
の
３

年
生
と
５
年
生
の
教
室
で
道
徳
科

の
実
践
発
表
会
が
開
か
れ
、
管
内

の
小
学
校
の
教
員
や
保
護
者
な
ど

約
１
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

発
表
会
が
行
わ
れ
た
５
年
生
の

教
室
で
は
「
誠
実
さ
」
に
つ
い
て

の
授
業
が
行
わ
れ
、
腕
は
良
い
が

あ
ま
り
売
れ
な
い
手
品
師
の
話
し

を
基
に
、
手
品
師
の
葛
藤
や
迷
い

に
つ
い
て
、
児
童
が
そ
れ
ぞ
れ
の

考
え
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

11
月
21
日
よ
り
、
認
定
こ
ど
も

園
ド
・
レ
・
ミ
玄
関
に
、
色
鮮
や

か
な
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
２
個
が

飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
手
づ
く
り
の
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
は
、
園
児
が
お
う
る
の
郷

を
慰
問
し
た
際
に
、
施
設
の
利
用

者
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
も
の
で
、

ツ
リ
ー
に
は
、
華
や
か
な
紙
花
と

似
顔
絵
が
描
か
れ
た
雪
だ
る
ま
が

飾
ら
れ
て
お
り
、
毎
朝
玄
関
で
園

児
た
ち
を
出
迎
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
読
み
聞
か
せ
の
会

「
び
っ
く
り
箱
」
の
活
動
に
対
し
、

北
海
道
知
事
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
、
11
月
10
日
、
代
表
の
武
田

さ
ん
と
会
員
４
名
が
役
場
を
訪
れ
、

鳴
海
町
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

び
っ
く
り
箱
は
、
毎
月
２
回
、
図

書
プ
ラ
ザ
で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

会
を
開
く
ほ
か
、
町
内
外
の
こ
ど
も

園
で
も
読
み
聞
か
せ
を
行
う
な
ど
、

30
年
以
上
に
わ
た
る
活
動
が
評
価

さ
れ
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
20
日
か
ら
５
日
間
に
わ
た

り
、
鳴
海
町
長
が
目
指
す
「
開
か
れ

た
行
政
」
の
推
進
を
め
ざ
し
て
町
内

12
ヶ
所
で
町
政
懇
談
会
が
開
か
れ
、

延
べ
１
５
３
名
が
会
場
に
足
を
運
び

ま
し
た
。

　

町
政
懇
談
会
で
は
、
初
め
に
、
鳴

海
町
長
か
ら
「
国
保
診
療
所
の
有
床

化
」
な
ど
町
の
取
り
組
み
や
、
こ
れ

か
ら
進
め
る
政
策
に
つ
い
て
話
し
が

あ
り
、
続
い
て
、
参
加
し
た
方
々
か

ら
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
や
町
政
に

対
す
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
９
日
か
ら
５
日
間
に
わ
た
り
、
小
学

生
31
名
が
、
高
齢
者
住
宅
に
お
弁
当
を
届
け

る
「
ふ
れ
あ
い
夕
食
」
の
宅
配
業
務
体
験
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
新
冠
町
地
域
見
守
り
見
回
り
活

動
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
、
子
ど
も

た
ち
の
お
弁
当
の
配
達
を
通
し
て
、
高
齢
者

と
小
学
生
の
交
流
の
き
っ
か
け
を
目
的
に
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
最
初
に
町
民
セ
ン
タ
ー

に
集
ま
り
、
利
用
者
に
「
元
気
に
過
ご
し
て

く
だ
さ
い
」
な
ど
と
手
紙
を
書
き
、
そ
の
後
、

３
つ
の
班
に
分
か
れ
て
各
家
庭
を
回
り
、
お

弁
当
と
手
紙
を
手
渡
し
ま
し
た
。

道
徳
科
授
業
の
充
実
に
向
け

新
冠
小
学
校
で
実
践
発
表
会
開
催

ド
・
レ
・
ミ
の
園
児
を
お
出
迎
え

手
づ
く
り
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

び
っ
く
り
箱
の
活
動
に
対
し

北
海
道
か
ら
感
謝
状
の
贈
呈

鳴
海
町
長
が
地
域
住
民
と
意
見
交
換

町
内
12
か
所
で
町
政
懇
談
会
開
催

子
ど
も
た
ち
に
よ
る

夕
食
配
達
体
験
事
業

　

11
月
25
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
町
民
ホ
ー
ル
で
、

レ
・
コ
ー
ド
館
ジ
ュ
ニ
ア
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
第

11
回
定
期
演
奏
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
１
回
、
メ
ン
バ
ー
の
成
果
発
表
会
と

し
て
開
か
れ
る
定
期
演
奏
会
の
第
１
部
は
、

映
画
グ
レ
ン
ミ
ラ
ー
物
語
の
解
説
を
交
え
た

演
奏
が
行
わ
れ
、「
ア
メ
リ
カ
ン
・
パ
ト
ロ
ー

ル
」
や
「
イ
ン
・
ザ
・
ム
ー
ド
」
な
ど
７
曲

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
２
部
の
Ｒ
Ｊ
Ｂ
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

３
人
の
卒
業
生
が
こ
れ
ま
で
の
集
大
成
と
な

る
フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
曲
を
１
曲
ず
つ
演
奏
す
る

な
ど
、
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
た
演

奏
会
と
な
り
ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド

第
11
回
定
期
演
奏
会

　

11
月
28
日
、
北
海
道
コ
カ
・

コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
㈱
か
ら
新
冠

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
、
お
茶
や

ジ
ュ
ー
ス
７
５
０
本
が
届
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
コ
カ
・
コ
ー

ラ
社
が
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と

し
て
、
地
域
の
方
々
に
笑
顔
を
届

け
た
い
と
毎
年
実
施
し
て
い
る
も

の
で
、
寄
贈
を
受
け
た
翌
日
に
は
、

町
内
の
高
齢
者
施
設
や
児
童
施
設

な
ど
に
配
ら
れ
ま
し
た
。

　

11
月
29
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
で
、

レ
・
コ
ー
ド
館
自
主
企
画
委
員
会

が
主
催
す
る
新
冠
町
出
身
の
元
Ｊ

Ｒ
Ａ
騎
手
藤
田
伸
二
さ
ん
の
講
演

会
を
開
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
藤
田
さ
ん
の
幼
少

期
の
生
活
の
様
子
や
騎
手
を
目
指

し
進
学
し
た
時
の
心
境
、
新
冠
町

に
対
す
る
感
謝
の
思
い
な
ど
が
語

ら
れ
、
参
加
者
は
、
藤
田
さ
ん
の

話
し
に
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　

11
月
21
日
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

朝
日
小
学
校
で
北
海
道
立
図
書
館

が
企
画
す
る
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
小
学
校
の
体
育

館
に
は
、
道
立
図
書
館
が
所
蔵
す

る
児
童
書
や
し
か
け
絵
本
な
ど
約

８
０
０
冊
が
ご
ざ
の
上
に
一
堂
に

並
べ
ら
れ
、
児
童
た
ち
は
、
自
由

に
歩
き
周
り
な
が
ら
、
思
い
思
い

の
本
を
手
に
取
っ
て
読
書
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　

11
月
29
日
、
新
冠
中
学
校
で
、

Ｐ
Ｏ
Ｐ
（
ポ
ッ
プ
）
づ
く
り
教
室

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
制
作
し
た
Ｐ
Ｏ
Ｐ
は
、
本

屋
な
ど
で
、
本
の
紹
介
や
感
想
な

ど
が
書
か
れ
て
い
る
カ
ー
ド
の
こ

と
で
、
参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
、

何
度
も
本
を
見
返
し
な
が
ら
、
紹

介
文
を
考
え
、
ま
た
、
挿
絵
を
描

い
た
り
、
華
や
か
な
色
ペ
ン
で
見

出
し
を
書
い
た
り
し
な
が
ら
Ｐ
Ｏ

Ｐ
を
制
作
し
て
い
ま
し
た
。

北
海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
㈱

恒
例
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
届
く

「
す
べ
て
の
人
に
感
謝
」

元
Ｊ
Ｒ
Ａ
騎
手 

藤
田
伸
二
講
演
会

読
み
た
い
本
は
見
つ
か
っ
た
か
な
？

朝
日
小
で
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
こ
の
本
が
オ
ス
ス
メ
で
す
！
」

中
学
生
が
手
作
り
の
ポ
ッ
プ
を
制
作

ま ち の

話 題
あ れ こ れ

その１
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今
年
で
48
回
目
を
迎
え
る
新
冠

町
功
労
賞
・
善
行
賞
の
贈
呈
式
が
、

11
月
３
日
文
化
の
日
に
レ
・
コ
ー

ド
館
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
新

冠
町
長
と
し
て
地
方
自
治
の
振
興

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
、
新
冠
町

農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
農
地
行

政
並
び
に
農
業
振
興
に
貢
献
さ
れ

た
方
、
農
業
共
済
組
合
獣
医
師
と

し
て
農
業
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ

れ
た
方
、
新
冠
判
官
太
鼓
保
存
会

の
役
員
と
し
て
、
芸
能
の
振
興
に

貢
献
さ
れ
た
方
、
空
手
道
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
指
導
、
並
び
に
、
剣

道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
に
尽

力
し
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
を

さ
れ
た
方
、
多
額
の
寄
附
に
よ
り
、

町
行
政
の
振
興
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
た
方
の
７
名
で
す
。

　

贈
呈
式
で
は
、
鳴
海
町
長
の
式

辞
の
後
、
受
賞
者
一
人
ひ
と
り
に

町
長
か
ら
功
労
章
や
表
彰
盾
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
冠
町
議
会
議
長
芳

住
革
二
さ
ん
か
ら
祝
辞
、
町
内
の

青
年
を
代
表
し
て
新
冠
町
青
年
団

連
絡
会
議
議
長
盛
川
司
さ
ん
か
ら

お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
、
最
後

に
受
賞
者
を
代
表
し
て
駒
澤
弘
義

さ
ん
か
ら
謝
辞
が
あ
り
閉
式
と
な

り
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

自
治
功
労
賞

小
竹 

國
昭
さ
ん
（
字
北
星
町
）

　

永
年
に
わ
た
り
新
冠
町
長
と
し
て
地
方
自
治
の
振

興
発
展
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

岩
見　

晴
一
さ
ん
（
字
万
世
）

　

永
年
に
わ
た
り
新
冠
町
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て

農
地
行
政
並
び
に
農
業
振
興
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

産
業
功
労
賞

駒
澤　

弘
義
さ
ん
（
字
北
星
町
）

　

永
年
に
わ
た
り
農
業
共
済
組
合
獣
医
師
と
し
て
農

業
の
振
興
発
展
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

生
活
文
化
功
労
賞

本
間　

國
男
さ
ん
（
字
北
星
町
）

　

永
年
に
わ
た
り
新
冠
判
官
太
鼓
保
存
会
の
役
員
と

し
て
、
芸
能
の
振
興
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

高
野　

均
さ
ん
（
字
北
星
町
）

　

永
年
に
わ
た
り
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
に
尽

力
し
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

對
馬　

廣
幸
さ
ん
（
字
中
央
町
）

　

永
年
に
わ
た
り
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
に
尽

力
し
、ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

善
行
賞

株
式
会
社
北
海
道
日
高
牧
場
さ
ん
（
字
太
陽
）

　

多
額
の
寄
付
に
よ
り
、
町
行
政
の
振
興
に
多
大
の

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

平成29年度

新冠町功労賞・善行賞贈呈式

　

12
月
８
日
、
新
冠
中
学
校
で
模

擬
町
政
懇
談
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
社
会
科
の
授
業
と
し

て
、
中
学
３
年
生
を
対
象
に
町
政

懇
談
会
を
開
催
し
、
地
方
自
治
や

ま
ち
づ
く
り
に
関
心
を
深
め
て
も

ら
い
た
い
と
開
か
れ
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、「
給
食
の
無
償
化

は
現
実
的
に
可
能
か
」、「
無
償
化

し
て
も
町
の
財
政
は
大
丈
夫
か
」

と
い
っ
た
質
問
が
あ
り
、
鳴
海
町

長
が
ひ
と
つ
ず
つ
回
答
し
ま
し
た
。

　

12
月
７
日
、
新
冠
町
稲
作
振
興

会
は
、
町
内
の
小
中
学
校
３
校
と

里
平
小
学
校
の
児
童
に
、
地
元
で

と
れ
た
美
味
し
い
お
米
を
食
べ
て

欲
し
い
と
、
町
内
で
生
産
さ
れ
た

新
米
の
判
官
伝
説
、
計
１
８
０
キ

ロ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
例
年
同
会
が
実
施
し

て
い
る
地
域
貢
献
事
業
で
、
新
冠

小
で
は
、
校
長
室
に
集
ま
っ
た
児

童
会
役
員
６
名
が
お
米
を
受
け
取

り
ま
し
た
。

「
鳴
海
町
長
に
質
問
し
ま
す
！
」

新
冠
中
学
校
版
町
政
懇
談
会
開
催

新
冠
町
稲
作
振
興
会

判
官
伝
説
の
新
米
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

12
月
２
日
、
今
年
も
レ
・
コ
ー
ド
館
で
、
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７
が
開

か
れ
、
午
前
中
に
は
、
も
ち
つ
き
体
験
、
午
後

か
ら
は
、
び
っ
く
り
箱
の
冬
の
お
楽
し
み
会
、

持
ち
ま
き
大
会
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯

式
、
パ
ン
ま
き
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
は
、
電
球
の
外

側
に
白
い
シ
ー
ト
を
か

ぶ
せ
、
ま
た
、
新
た
に

レ
ー
ザ
ー
ラ
イ
ト
を
設

置
し
た
こ
と
で
、
幻
想

的
な
光
の
オ
ブ
ジ
ェ
が

完
成
し
ま
し
た
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７

　

12
月
６
日
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
「
え
ま
し
あ
」
の
ふ
れ
あ
い

事
業
と
し
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー

ス
制
作
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

リ
ー
ス
作
り
に
挑
戦
し
た
の

は
、
地
域
の
方
と
施
設
利
用
者
15

名
で
、
参
加
者
は
、
講
師
の
説
明

を
受
け
な
が
ら
、
モ
ミ
の
木
と
コ

ク
ワ
ヅ
ル
を
丸
く
し
た
土
台
に
、

松
ぼ
っ
く
り
や
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
な

ど
を
合
わ
せ
、
世
界
に
一
つ
だ
け

の
リ
ー
ス
を
制
作
し
ま
し
た
。

　

12
月
４
日
、
人
権
尊
重
思
想
の

普
及
高
揚
を
図
る
啓
発
活
動
と
し

て
実
施
し
て
い
る
第
37
回
全
国
中

学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
に
新

冠
中
学
校
３
年
生
２
人
が
入
賞

し
、
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
日
高
地
区
大
会
協
議

会
長
賞
を
村
本
雪
乃
さ
ん
が
、
日

高
地
区
大
会
奨
励
賞
を
出
井
千
嵯

さ
ん
が
受
賞
し
、
日
高
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
山
本
会
長
よ
り
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

え
ま
し
あ
の
ふ
れ
あ
い
事
業

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
制
作
教
室

中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

中
学
３
年
生
２
人
に
表
彰
状

その2
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１　

Ｊ
Ｒ
日
高
線
の
復
旧
に
向
け
た
取
組

　

「
Ｊ
Ｒ
日
高
線
沿
線
地
域
の
公
共
交
通
に
関

す
る
調
査
・
検
討
協
議
会
」
の
第
４
回
協
議
会
が
、

平
成
29
年
11
月
14
日
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
議
で
は
、
公
共
交
通
に
関
す
る
調
査
の

報
告
が
あ
り
、
各
交
通
モ
ー
ド
の
費
用
及
び

運
行
開
始
ま
で
に
要
す
る
期
間
な
ど
の
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
初
期
費
用
で
は
デ
ュ

ア
ル
・
モ
ー
ド
・
ビ
ー
ク
ル
（
Ｄ
Ｍ
Ｖ
）
が

48
億
１
千
万
円
、
鉄
道
路
盤
に
バ
ス
を
走

ら
せ
る
バ
ス
高
速
輸
送
シ
ス
テ
ム
（
Ｂ
Ｒ

Ｔ
）
が
１
０
５
億
７
千
万
円
、
乗
合
バ
ス
が

２
億
６
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
海
岸
復
旧
費
用
は
別
途
必
要
と
い
う

こ
と
で
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
今
回
の
報
告

は
交
通
モ
ー
ド
を
決
定
し
た
も
の
で
な
く
、
今

後
の
検
討
資
料
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
第
三
者
委
員
会
、

Ｊ
Ｒ
北
海
道
再
生
推
進
会
議
の
有
志
６
名
が
ま

と
め
た
声
明
文
を
、
平
成
29
年
12
月
８
日
、
Ｊ

Ｒ
北
海
道
か
ら
受
け
取
っ
て
お
り
、
沿
線
自
治

体
及
び
道
に
対
す
る
声
明
で
は
、
持
続
可
能
な

交
通
シ
ス
テ
ム
の
設
計
図
を
１
年
以
内
に
明
確

な
形
で
示
す
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

２　

町
政
懇
談
会
の
開
催
結
果
に
つ
い
て

　

地
域
の
方
々
と
地
域
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
町
政

懇
談
会
を
11
月
20
日
、
緑
丘
生
活
セ
ン
タ
ー
を

皮
切
り
に
12
月
４
日
ま
で
に
５
日
間
、
12
会
場

で
、
延
べ
１
５
３
名
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
参
加

を
い
た
だ
き
開
催
し
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
政
策
や
、

こ
れ
か
ら
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
政
策
の
過

程
な
ど
の
情
報
提
供
と
し
て
、「
国
保
診
療
所

の
有
床
化
」
と
「
町
民
の
健
康
増
進
に
つ
い
て
」、

「
生
鮮
食
料
品
な
ど
の
買
い
物
対
策
に
つ
い
て
」

な
ど
８
点
に
つ
い
て
説
明
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
町
の
政
策
、
課
題

に
対
し
ま
し
て
、
私
の
考
え
方
や
町
政
の
方
針

な
ど
の
説
明
を
求
め
ら
れ
、
そ
れ
に
お
答
え
す

る
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
町
の
将
来
を

思
う
貴
重
な
ご
意
見
や
ご
提
言
を
い
た
だ
く
な

ど
、
各
会
場
で
活
発
な
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

多
岐
に
わ
た
っ
た
ご
意
見
な
ど
は
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
生
の
声
と
真
摯
に
受
け
止
め
、
今
後

の
町
政
に
反
映
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

３　

苫
小
牧
信
用
金
庫
と
の
地
域
結
婚
支
援
事

　
　

業
に
係
る
連
携
協
定
に
つ
い
て

　

本
年
10
月
25
日
に
苫
小
牧
信
用
金
庫
と
の
地

域
結
婚
支
援
事
業
に
係
る
連
携
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
の
人
口
は
首
都
圏
へ
の
一
極

集
中
や
少
子
高
齢
化
が
著
し
く
進
行
し
、
深

刻
な
人
口
減
少
社
会
に
転
じ
て
い
る
と
言
わ

れ
て
お
り
、
そ
の
要
因
の
一
つ
と
さ
れ
て
い

る
の
が
、
若
者
の
未
婚
率
の
上
昇
や
晩
婚
化

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

当
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
一
次
産
業
や
商
工

業
を
経
営
さ
れ
て
い
る
事
業
体
の
多
く
は
家
族

経
営
体
で
あ
り
、
担
い
手
と
な
る
後
継
者
の
パ
ー

ト
ナ
ー
の
存
在
は
、
円
滑
な
経
営
継
承
に
影
響

を
及
ぼ
す
大
き
な
課
題
と
捉
え
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
関
係
機
関
や
団
体
の
協
力

を
頂
き
な
が
ら
、
未
婚
の
産
業
後
継
者
を
対
象

に
し
た
婚
活
支
援
事
業
へ
の
取
り
組
み
を
平
成

27
年
度
か
ら
始
め
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
２
年
間
の
事
業
を
通
じ
、
誕
生
し
た
カ
ッ

プ
ル
は
累
計
で
８
組
と
な
り
、
事
業
目
的
と
す

る
女
性
と
の
出
会
い
や
交
際
の
き
っ
か
け
作
り

に
は
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
成

果
を
得
る
ま
で
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

事
業
は
複
数
の
男
女
に
よ
る
パ
ー
テ
ィ
ー
形

式
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
事
業
へ
の
参
加

を
促
す
際
、
パ
ー
テ
ィ
ー
形
式
に
抵
抗
感
を
持

た
れ
る
方
が
多
く
、
参
加
者
が
固
定
化
し
て
い

る
こ
と
や
、
集
団
の
中
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
取
り
方
、
参
加
さ
れ
る
女
性
側
に
も

結
婚
へ
の
意
識
の
高
さ
に
差
が
生
じ
て
い
る
こ

と
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
な
ら
で
は
の
課
題
も
多
く

抱
え
て
お
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
苫
小
牧
信
用
金
庫
で
は
専
任
の
職
員

を
配
置
し
た
結
婚
相
談
所
を
平
成
25
年
６
月
に

開
設
し
、
お
見
合
い
を
中
心
と
す
る
サ
ポ
ー
ト

活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。結
婚
相
談
所
で
は
、

事
業
連
携
を
結
ん
だ
苫
小
牧
市
や
厚
真
町
、
む

か
わ
町
、
白
老
町
を
中
心
に
会
員
を
募
り
、
本

年
９
月
末
現
在
の
会
員
数
は
男
性
が
２
１
７

名
、
女
性
が
２
４
６
名
の
４
６
３
名
が
会
員
登

録
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
４
０
０

組
を
超
え
る
お
見
合
い
が
実
施
さ
れ
、
婚
約
又

は
結
婚
に
結
び
つ
い
た
カ
ッ
プ
ル
は
34
組
と
着

実
に
成
果
を
上
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
の
事
業
連
携
で
は
、
こ
れ
ま
で
当
町

が
抱
え
て
い
た
課
題
の
解
消
を
図
り
つ
つ
、
苫

小
牧
信
用
金
庫
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
十
分
に
活
か
し

た
お
見
合
い
や
、
き
め
細
か
な
サ
ポ
ー
ト
体
制

に
よ
り
、
更
に
充
実
し
た
婚
活
支
援
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
さ
ら
に
、
対
象
者

に
つ
き
ま
し
て
も
産
業
後
継
者
だ
け
に
限
ら

ず
、
今
後
は
結
婚
を
希
望
さ
れ
る
町
民
の
皆
様

か
ら
広
く
会
員
を
募
り
、
１
組
で
も
多
く
の

カ
ッ
プ
ル
誕
生
の
き
っ
か
け
作
り
に
努
め
、
ま

ち
の
活
性
化
に
繋
が
る
よ
う
取
り
進
め
て
参
り

ま
す
の
で
、
対
象
と
な
る
皆
様
に
は
積
極
的
な

会
員
登
録
を
お
願
い
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

４　

平
成
29
年
度
一
次
産
業
の
概
況

　

次
ペ
ー
ジ
、
別
表
の
と
お
り

議　会
-第４回定例会 -

　12月12日に招集された第４回定例町議会は、

15日、全日程を終えて閉会しました。

　定例会では、町長、教育長の行政報告のほか、

補正予算などが審議されました。町長と教育長

の行政報告(抜粋）についてお知らせします。

町
長
行
政
報
告

１　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
交
通
事
故
の
発
生
に

　
　

つ
い
て

　

本
年
、
10
月
13
日
金
曜
日
午
後
３
時
50
分

頃
、
東
川
緑
丘
線
を
走
行
す
る
ス
ク
ー
ル

バ
ス
が
、
朝
日
小
学
校
敷
地
内
か
ら
道
道

２
０
９
号
線
を
右
折
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

路
肩
に
脱
輪
し
、
車
両
が
横
転
す
る
事
故
が

発
生
い
た
し
ま
し
た
。

　

事
故
発
生
時
の
バ
ス
搭
乗
者
は
、
朝
日
小

学
校
児
童
５
名
、
新
冠
中
学
校
生
徒
２
名
の

計
７
名
が
乗
車
し
て
お
り
、
内
２
名
の
生
徒

が
負
傷
し
、
そ
の
後
、
打
撲
と
診
断
さ
れ
ま

し
た
。
な
お
、
現
在
、
通
院
を
終
え
、
完
治

し
た
と
の
報
告
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

安
全
を
第
一
と
す
べ
き
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

事
故
は
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、

教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
こ
と
を
重
く
受
け

止
め
、
再
発
防
止
に
向
け
、
委
託
業
者
に
対
し
、

業
務
改
善
を
求
め
る
内
容
の
指
示
書
を
町
長

別表：平成29年度一次産業の概況
農産部門

品　　名 区　　分 単位 平成 28年度 平成 29年度 前年対比

水稲

収　　量 kg 574,200 411,570 △ 162,630

販売金額 円 119,872,924 99,754,800 △20,118,124

販売単価 円 /kg 208.8 242.4 33.6

そ 菜 計 販売金額 円 775,844,415 828,341,613 52,497,198

そ菜の内

ピーマン

収　　量 kg 1,811,673 2,024,251 212,578

販売金額 円 664,287,620 739,927,206 75,639,586

販売単価 円 /kg 366.7 365.5 △ 1.2

畜産部門

品 種 別 区　　分 単位 平成 28年度 平成 29年度 前年対比

サラブレッド

売却頭数 頭 247 305 58

売 却 額 千円 1,397,736 1,789,128 391,392

１頭当平均売却額 千円 5,659 5,866 207

売 却 率 ％ 62.5 77.2 14.7

品　　名 区　　分 単位 平成 28年度 平成 29年度 前年対比

生産乳量
・乳代

乳　　量 ｔ 8,013 7,546 △ 467

乳　　代 千円 716,179 681,270 △ 34,909

肉用牛関係

（黒毛和牛・交雑種）

売却頭数 頭 1,167 1,050 △117

売 却 額 千円 977,583 885,932 △ 91,651

水産部門

魚　　種 区　　分 単位 平成 28年度 平成 29年度 前年対比

秋さけ

数　　量 kg 430,571 283,524 △147,047

金　　額 円 300,305,680 289,457,335 △10,848,345

㎏当単価 円 /kg 697 1,021 324

た　こ

数　　量 kg 124,325 76,682 △ 47,643

金　　額 円 55,911,227 44,885,512 △1,025,715

㎏当単価 円 /kg 450 585 135

こんぶ

数　　量 kg 980 2,120 1,140

金　額 円 1,081,486 2,840,396 1,758,910

㎏当単価 円 /kg 1,104 1,340 236

か
ら
交
付
い
た
だ
き
、
提
出
さ
れ
た
改
善
計

画
書
の
履
行
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
が
、

管
理
・
指
導
を
強
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

２　

総
合
教
育
会
議
に
つ
い
て

　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
、
幼

児
・
児
童
・
生
徒
の
教
育
状
況
、
学
習
指
導

要
領
の
改
訂
に
伴
う
対
応
、「
新
冠
町
教
育
大

綱
」
の
見
直
し
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
小
学
校
に
お
け
る
英
語
の
教
科
化
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
、
教
職
員
の
指
導
力
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
に
着
手
し
て
お
り
ま

す
が
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
な
ど
の
英
語
指
導
助
手
の
役

割
が
さ
ら
に
重
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
次
年
度
に
向
け
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
増
員
を
検

討
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
朝
日
小
学
校
の
児
童
数
減
少
に
よ

り
ま
す
複
式
学
級
が
次
年
度
、
更
に
１
学
級

増
え
、
学
級
数
が
４
学
級
と
な
る
見
込
み
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
町
費
負
担
教
職
員
を
更
に

１
名
増
員
し
、
２
名
体
制
と
し
た
う
え
で
複

式
学
級
を
解
消
し
て
い
く
方
針
が
確
認
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
「
教
育
大
綱
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
32
年
度
ま
で
を
対
象
期
間
と
す
る
、
第

５
次
新
冠
町
総
合
計
画
を
基
本
に
策
定
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
大
き
な
変
更
は
加
え
な
い

こ
と
と
し
、
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
伴
う
、

変
更
事
項
を
追
記
す
る
内
容
で
見
直
し
を
図

る
方
針
と
し
、
次
回
、
総
合
教
育
会
議
に
お

い
て
審
議
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

３　

森
み
つ
少
年
少
女
文
芸
賞
、
農
水
新
冠
賞

　
　

の
表
彰
に
つ
い
て

　

森
み
つ
少
年
少
女
文
芸
賞
、
農
水
新
冠
賞

の
表
彰
に
つ
き
ま
し
て
は
、
例
年
、
教
育
賞
、

教
育
奨
励
賞
と
同
日
、
成
人
式
の
開
催
日
に

合
わ
せ
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
近
年
で

は
教
育
賞
の
団
体
表
彰
が
多
く
会
場
に
受
賞

者
や
関
係
者
が
入
り
き
ら
な
い
、
ま
た
、
農

水
新
冠
賞
で
は
園
児
も
対
象
と
な
っ
て
お
り
、

全
体
を
と
お
し
た
表
彰
時
間
に
疲
れ
る
園
児

も
多
く
、
表
彰
式
の
実
施
方
法
に
つ
い
て
協

議
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

協
議
の
結
果
、
作
品
に
つ
い
て
は
、
各
学

校
の
授
業
で
取
り
組
ん
だ
作
品
が
出
品
さ
れ
、

そ
の
中
か
ら
表
彰
者
を
決
定
す
る
た
め
、
本

来
、
学
校
に
お
い
て
、
表
彰
す
る
こ
と
が
望

ま
し
く
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
児
童
・
生
徒
の

表
彰
に
対
す
る
興
味
関
心
や
意
義
を
深
く
理

解
し
、
よ
り
出
品
に
対
す
る
意
欲
が
高
ま
る

と
の
考
え
か
ら
、
３
学
期
の
始
業
式
に
、
私

と
教
育
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
、
学
校
に
出
向
い

て
、
全
校
児
童
・
生
徒
の
前
で
表
彰
す
る
こ

と
と
し
、
形
式
を
変
更
い
た
し
ま
す
の
で
ご

理
解
を
賜
た
い
と
存
じ
ま
す
。

教
育
長
行
政
報
告

苫小牧信用金庫との
連携協定締結式

役場１階ロビーに展示された
農水新冠賞の応募作品
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　次の町道につきましては、冬期間の通行に支障が考えられること

から、通行止めにいたしますので、ご迷惑などをおかけしますが、

ご協力願います。

・通行止めの路線

　①岩清水アブカシャンペ線（泉、大森宅～アブカシャンペ橋）

　②大富東泊津線（大富、宮下宅～東泊津、赤坂宅の間）

　③大狩部町田金井線（大狩部、渋谷宅～節婦、川島宅の間）

・通行止めの期間

　降雪時から春先の通行安全を確認した日まで

・その他

　①雪が降った時点でバリケードを設置し、通行止めといたします

　ので、ご了承下さい。

　②農地での作業や狩猟などでバリケードを開けて通行した場合に

　は、必ず元の状態に戻して下さい。

●問い合わせ先

　 建設水道課管理グループ　☎ 0146・47・2518

役場からのお知らせ
 － Niikappu Town Office Information －

町道の冬期間通行止め

ご寄附ありがとうございました。
（敬称略）

●活躍する競走馬づくりの支援に役立ててと

☆㈲キタジョファーム （500,000円 )

●まちづくりに役立ててと

☆小野寺　有美 （30,000円 )

●老人ホーム「恵寿荘」に役立ててと

☆南　秀夫 （10,000円 )

☆木村　千鶴子 （食用菊１箱 )

☆畑中　与治 （古布２袋）

☆五丸　久美 （大根 84kg）

☆大和田　武雄 （オムツ３袋）

☆浅野　ノブ （かぼちゃ 13個 )

☆故桑野　エミ子 （靴下12足）

☆前川原　栄吉 （古布１袋）

☆中井　友子 （靴下12足）

☆的場　志津子 （古布４箱）

☆ボランティアグループちょぼら （カット布４袋）

☆地域活動支援センター （カット布４束）

☆節婦老人クラブ寿会 （カット布７袋）

☆芽呂婦人部 （古布２袋）

新冠町社会福祉協議会へ

●香典返しに代えて

☆匿名 （150,000円）

●福祉事業に役立ててと

☆加賀谷　晴美 （タオル１袋）

☆匿名 （古布１箱、１袋）

その1

役場窓口

　12 月 30日～１月８日

※１月４日、町民生活課で一部

窓口対応有。詳細下記のとおり。

ゴミ収集運搬業務

　12月 30日～１月３日

新冠町コミュニティバス

メロディ―号

　12月 31日～１月３日

青年の家・町民センター・

節婦体育館・町民スポー

ツセンター・子育て支援

センター・レ・コード館・

節婦老人憩いの家

　12 月 30日～１月５日

町立国民健康保険診療所・

郷土資料館・新冠老人憩

いの家・子ども発達支援

センターあおぞら・動物

の火葬業務

　12 月 30日～１月８日

デイサービスセンター

　12 月 31日～１月５日

町道の除雪が必要な時

　役場にご連絡ください。

警備員が常駐し、担当者

と除雪委託業者へ連絡を

とり業務を行います。

水道の修理業務

　水道の凍結や漏水などが

ありましたら、下記指定業

者に連絡してください。

12 月 30日～ 12月 31日

　㈱長嶺設備☎ 47-4462

１月１日～１月２日

　㈲坂森設備☎ 47-3584

１月３日～１月５日

　㈱道南☎ 42・3198

１月６日～１月８日

　㈲畠山設備☎ 47・3466

道の駅売店

　12月 30日～１月３日

ホロシリ乗馬クラブ

　12月 26日～１月７日

新冠温泉

　通常営業（無休）

新冠郵便局

　窓口 12月 30日～１月３日

　ATM は時間を変更して営業

苫小牧信用金新冠支店

　窓口・ATM

　12月 30日～１月３日

新冠町農業協同組合

　窓口 12月 30日～１月３日

　ATM 12月 31日～１月３日

ひだか漁協新冠支所

　窓口・ATM

　12月 29日 15時～１月８日

伊藤商会㈲（新冠・新和）

　12月 31日 12時～１月４日

岩倉商事㈱新冠営業所

　12月 31日～１月1日

　1月2・3日は短縮して営業

中山石油㈱

　12月 31日 11時～１月３日

　1月4～８日は短縮して営業

ＪＡ新冠スタンド

　12月 31日 13時～１月３日

　1月４～６日は短縮して営業

横山石油

　12月 31日 13時～１月３日

　1月４日は短縮して営業

※年末年始は、営業日で
あっても営業時間を短縮
している場合があります。
詳細については、直接店舗
にお問い合わせください。

年末年始の公共施設などの休業日のお知らせ

金融機関

ガソリンスタンド

　下記の日程で窓口を開設致しますので

お知らせいたします。

　なお、対応できる業務については、通

常業務とは異なりますので、内容をご確

認のうえご来庁ください。

・開 設 日 　平成 30年１月４日（木）

・開設時間　午前 10時～午後３時まで

・開設窓口　役場町民生活課（２番窓口）

・対応可能な業務

　住民票、戸籍の発行業務、印鑑証明の

登録と発行業務

●問い合わせ先

　町民生活課町民生活グループ住民

　☎ 0146・47・2112

町民生活課
年末年始窓口開設のお知らせ

健康カレンダー
（お問い合わせ先：保健福祉課　☎ 0146・47・2113）

月　日 時　間 事業名 場　所

12
月

25 日（月） 10：00～11：30 からだリセット講座③ 保健センター

26 日（火）
受付10：00 ～ 4・7・12 ヶ月児健康診査

保健センター
受付13：00 ～ 1 歳6ヶ月・3 歳児健康診査

１
月

10 日（水） 10：00～12：00 お喜楽☆おたっしゃ塾 節婦老人憩いの家

11 日（木） 10：00～11：30 からだリセット講座④ 保健センター

16 日（火） 受付13：10～ ＢＣＧ予防接種 保健センター

17 日（水） 10：00～12：00 お喜楽☆おたっしゃ塾 節婦老人憩いの家

19 日（金） 13：00～16：30 フッ素塗布 保健センター

22 日（月）
10：00～11：30 脳の元気アップ教室

（認知症予防教室）
保健センター

13：30～15 ：00 節婦生活館

23日（火）
受付10：00 ～ 4・7・12 ヶ月児健康診査

保健センター
受付13：00 ～ 1 歳6ヶ月・3 歳児健康診査

24日（水） 10：00～12：00 お喜楽☆おたっしゃ塾 節婦老人憩いの家

26日（金）

10：00～11：30 からだリセット講座⑤ 保健センター

10：00～11：30 脳の元気アップ教室
（認知症予防教室）

泊津生活館

13：30～15 ：00 泉生活館

29日（月）
10：00～11：30 脳の元気アップ教室

（認知症予防教室）
朝日農村環境改善センター

13：30～15 ：00 太陽開拓婦人ホーム

31日（水） 10：00～12：00 お喜楽☆おたっしゃ塾 節婦老人憩いの家

２
月

２日（金）
10：00～11：30 脳の元気アップ教室

（認知症予防教室）
緑丘生活センター

14：00～15：30 おうるの郷

４日（日）
５日（月）

受付時間
①６：30～７：00
②７：30～８：00
③８：30～９：00
④９：30～10：00
⑤10：30～11：00

特定健診
胃 ・ 肺 ・ 大腸がん検診

前立腺がん検診
肝炎ウイルス検査

エキノコックス症検査

保健センター

７日（水） 10：00～12：00 お喜楽☆おたっしゃ塾 節婦老人憩いの家

８日（木） 10：00～11：30 からだリセット講座⑥ 町民センター

９日（金） 13 ：30～15：00 離乳食教室 保健センター

町政懇談会終了～開かれた行政の推進のために

　開かれた行政を推進するため、また、町民と行政の

協動のまちづくりを進めることを目的として、11月 20

日から 12月４日までの５日間にわたり、町内 12か所

の会場で町政懇談会を行い、延べ 153名の町民にご参

加いただきました。

　町政懇談会では、鳴海町長から現在進めたり、今後

取り組んでいく政策、具体的には、「国保診療所の有床

化」や「生鮮食料品などの買い物対策」「学校教育及び

子育て施策の充実」などについて説明がありました。

　また、出席者からは町政に対しての意見や質問があ

げられ、特に「光回線の整備」「国保診療所の有床化」

「サービス向上に伴う町財政への影響」などについて意

見交換が行われました。

　町政懇談会の様子については、広報にいかっぷ２月・

３月号で詳しくご紹介いたします。

●問い合わせ先

　企画課まちづくりグループ広報統計係

　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0146・47・2498
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　農業者年金は自分が積み立てた年金保険料とその運

用実績で受け取る年金額が決まる「積立方式」です。

　この為、少子高齢化時代でも加入者や受給者の人数に

左右されず、税制面での優遇措置など、農業者だけが

利用できるメリットの多い安心な制度となっています。

【加入要件】

①国民年金第１号被保険者であること。

（農業者年金加入後「付加年金」の加入も必要です。）

②年間60日以上農業に従事すること。

③年齢が60歳未満であること。

【メリット】

①積立する保険料の金額は自分で設定でき、いつでも

　変更することが可能です。

②納めた保険料は、社会保険料控除の対象となり、節

　税の効果もあります。

③認定農業者であることなど一定の要件を満たす場合

　には保険料の国庫補助があります。

●問い合わせ先　

・新冠町農業委員会　　☎ 0146・47・2472

・新冠町農業協同組合　☎ 0146・47・3111

役場からのお知らせ
 － Niikappu Town Office Information －

保健福祉課からのお知らせ
特定健診・がん検診・婦人科検診のお知らせ！

　町が行う今年度最後の集団健診のお知らせです。

　皆さんお受け忘れないように！

☆元気なうちにこそ健診を！

　高血圧・糖尿病といった生活習慣病やがんは、自覚

症状のないまま進行するため、症状が現れはじめる頃

には重症化し、心筋梗塞などの合併症のリスクも高く

なります。また、治療にかかるお金の負担も大きくな

ります。年に 1回は、健診で自分のからだの状態を把

握しましょう！

☆通院中の方も！

　例えば高血圧で通院していても、病院では高血圧以

外の病気は見逃されがちです。また、がんの早期発見

には検診が重要です。通院していても総合的なからだ

のチェックとして健診を活用しましょう！

＜特定健診・がん検診＞

・日程　平成30年 2月４日（日）～５日（月）

・受付　①6:30～ ②7:30～ ③8:30～ ④9:30～ ⑤10:30～

・内容　特定健診（血液・尿検査、血圧・身体測定等）、

　　　 胃・肺・大腸・前立腺がん検診、肝炎ウイルス検査、

　　　 エキノコックス症検査

　※詳細は、12月 22日に配布する町政事務委託文書

　　をご覧ください。

＜婦人科検診＞

・日程　平成30年 2月 24日（土）

・時間　未定

・内容　子宮頸がん・乳がん検診

※詳細は、平成 30年 1月 12日（金）に配布する町政

事務委託文書をご覧ください。

健康に関する出前講座の開催について

　保健福祉課では、町民・事業者の皆さまを対象とし

た出前講座に講師を派遣しております。

　保健師・管理栄養士・歯科衛生士などが出向いて、

健康に関する疑問にお答えしたり、日常生活を送るう

えでのアドバイスなどをお伝えしています。

　自治会・サークル

などの集まり、地域

で主催するイベント、

会社の研修の企画な

どに、ぜひご活用く

ださい。

　内容・日程・時間

などは、担当までご

相談ください。

●問い合わせ先　保健福祉課保健福祉グループ　☎ 0146・47・2113

農業者の皆様へ「農業者年金加入」のご案内

その２

町ホームページ、役場公式Facebookも活用ください！
　皆さんは、役場からの情報をどこで入手しますか？

　町の広報紙や町政事務委託文書などは、補助制度の周知や事

業の案内などを行っており、皆さんもよく目にすることと思い

ますが、町ホームページは見たことはありますか？

　町ホームページには、過去に発行した「広報紙」や「空家空

地情報」、「各種申請書のダウンロードページ」などが掲載され

ております。また、新冠町役場公式Facebookページも運用して

おり、地域の情報がたくさんの写真とともに掲載されています。

　まだ、ホームページや Facebook を見たことがないという方

もいると思いますが、「新冠町」と検索すると、ページを見る

ことができますので、ぜひ一ご覧ください。

●問い合わせ先

　企画課まちづくりグループ広報統計係　☎ 0146・47・2498

　今年も「所得税及び町民税・道民税」の確定申告

を行います。確定申告は、昨年の１年間の所得を算

出し、税額を計算するものです。

　今年度の申告日程は、次のとおりです。

●問い合わせ先：

　税務課税務グループ賦課係　☎ 0146・47・2115

給与者還付申告・年金者申告日程表

町内移動申告日程表

確定申告が始まります！（３月15日まで）

受付時間

９時～ 16 時

会　場

役場 101 会議室

対象地区

本町・中央町
北星町
東町
新冠沢地区（西泊津～泉）
西新冠地区（大狩部～里平）
節婦町

曜　日

月・火
水・木

金
月・火
水・木

金

期　日

1月29日・30日
31日・２月１日

２日
５日・６日
７日・８日

９日

受付時間

９時 30 分～ 13 時

９時 30 分～ 15 時

９時 30 分～ 13 時

９時 30 分～ 13 時
９時 30 分～ 15 時

９時～ 16 時

９時～ 19 時

会　場

新和生活館
東川生活センター
新栄生活センター
緑丘生活センター

節婦生活館

万世生活センター
本町多目的交流センター

役場 101 会議室

対象地区

美宇・新和・太陽・里平
東川・共栄
新栄・泉・若園
朝日・緑丘・古岸
節婦町（第１区～第４区）
節婦町（第５区～第７区）
大狩部
大富・万世・明和
本町
北星町
中央町
東町
東泊津・西泊津・高江
会場に来られなかった方

曜　日

火
水
木
金
月

火

水
木
金
月
火
水

木～木

期　日

２月13日
14日
15日
16日
19日

20日

21日
22日
23日
26日
27日
28日

3月1日～15日

※休日申告　平日に来庁することが困難な方を対象に、３月 10 日（土）、３月 11 日（日）の９時から
16 時まで休日申告を行います。会場は役場です。

新冠町役場
公式Facebook
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自
衛
官
募
集
の
案
内

〇
高
等
工
科
学
校
（
男
子
）

・
資
格　

中
学
校
卒
業
（
見
込
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
17
歳
未
満

・
受
付　

11
月
１
日
～
１
月
９
日

・
試
験　

１
月
20
日

〇
第
６
回
自
衛
官
候
補
生
の
募
集

・
資
格　

18
歳
～
27
歳
未
満

・
受
付　

12
月
15
日
～
１
月
24
日

・
試
験　

１
月
27
日
・
28
日
の
内
１
日

〇
防
衛
大
学
校

・
資
格　

18
歳
～
21
歳
未
満

・
受
付　

１
月
20
日
～
１
月
26
日

・
試
験　

２
月
17
日

●
お
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
静
内
分
駐
所

☎
０
１
４
６
・
４
４
・
２
８
５
５

　

次
の
と
お
り
確
定
申
告
会
場
を
開

設
し
ま
す
。
申
告
書
の
作
成
に
は
時

間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く

お
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
会
場
の
混
雑
状
況
に
よ
り
、

受
付
を
早
め
に
締
め
切
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

・
開
設
期
間

　
　

２
月
16
日
～
３
月
15
日

・
受
付
時
間　

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
平
日
）

・
申
告
会
場　

　
　

浦
河
税
務
署

　
　

（
浦
河
町
大
通
５
丁
目
86
の
４
）

　

２
月
15
日
以
前
は
、
確
定
申
告
会

場
を
開
設
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
確
定

申
告
の
ご
相
談
は
、
申
告
会
場
を
開

設
す
る
２
月
16
日
以
降
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
申
告
に
関
す
る
ご

質
問
や
必
要
な
書
類
の
ご
確
認
な
ど

は
、
お
電
話
で
も
問
い
合
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

電
話
に
よ
る
一
般
的
な
ご
質
問
は

「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
が
お
受
け

し
ま
す
。
浦
河
税
務
署
（
代
表
）
☎

０
１
４
６
・
２
２
・
４
１
３
１
自
動
音

声
「
１
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

１
月
４
日
～
３
月
15
日
の
間
は
自
動

音
声
「
０
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

浦
河
税
務
署

☎
０
１
４
６
・
２
２
・
４
１
３
１

　

今
冬
は
、
電
力
の
安
定
供
給
に
最

低
限
必
要
な
供
給
予
備
力
３
％
以
上

を
確
保
で
き
る
見
通
し
で
す
が
、
お

客
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続

き
「
無
理
の
な
い
範
囲
で
の
節
電
」

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ほ
く
で
ん
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。「
ほ
く

で
ん
節
電
」
で
検
索
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
電
力
㈱
静
内
営
業
所

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
０
０
０
９

　

平
成
30
年
（
２
０
１
８
年
）
は
、
明

治
元
年
（
１
８
６
８
年
）
か
ら
起
算

し
て
、
満
１
５
０
年
に
当
た
り
ま
す
。

　

明
治
以
降
、
近
代
国
民
国
家
へ
の

第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
日
本
は
、
多

岐
に
わ
た
る
近
代
化
へ
の
取
り
組
み

を
行
い
、
国
の
基
本
的
な
形
を
築
き

上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
く
の
若
者
や
女
性
な
ど

が
海
外
に
留
学
し
て
知
識
を
吸
収

し
、
外
国
人
か
ら
学
ん
だ
知
識
を
活

か
し
つ
つ
、
単
な
る
西
洋
の
真
似
で

な
い
日
本
の
良
さ
や
伝
統
を
活
か
し

た
技
術
や
文
化
も
生
み
出
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

一
方
で
、
昨
今
に
目
を
向
け
れ
ば
、

人
口
減
少
社
会
の
到
来
や
世
界
経
済

の
不
透
明
感
の
高
ま
り
な
ど
激
動
の

時
代
を
迎
え
、
近
代
化
に
向
け
た
困

難
に
直
面
し
て
い
た
明
治
期
と
重

な
っ
て
お
り
「
明
治
１
５
０
年
」
を

節
目
と
し
て
、
改
め
て
明
治
期
を
振

り
返
り
、
将
来
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
は
、
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
政
府
で
は
、「
明

治
１
５
０
年
」
関
連
施
策
各
府
省
庁

連
絡
会
議
を
設
け
、
政
府
一
体
と

な
っ
て
明
治
１
５
０
年
関
連
施
策
を

推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
と
も
、
国
だ
け
で
は
な
く
、

地
方
公
共
団
体
や
民
間
も
含
め
て
、

日
本
各
地
で
「
明
治
１
５
０
年
」
に

関
連
す
る
多
様
な
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

「
明
治
１
５
０
年
」
関
連
施
策
推
進
室

☎
０
３
・
５
２
５
３
・
２
１
１
１

せ

コ

ナ

ー

ー

知

お

ら

確
定
申
告
会
場
開
設

期
間
な
ど
の
お
知
ら
せ

静
内
駐
屯
地
か
ら
の
お
知
ら
せ

明
治
１
５
０
年
関
連
施
策
の

取
り
組
み
の
お
知
ら
せ

北
海
道
電
力
か
ら
の
お
願
い

　

平
成
27
年
12
月
か
ら
、
長
時
間
労

働
の
抑
制
な
ど
、「
働
き
方
改
革
」
に

よ
る
仕
事
と
生
活
の
調
和
な
ど
に
向

け
た
機
運
の
醸
成
を
図
る
た
め
、「
北

海
道
に
お
け
る
働
き
方
改
革
・
雇
用

環
境
改
善
に
向
け
た
共
同
宣
言
」
へ

の
賛
同
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
多
く
の
道
内
の
地
方

公
共
団
体
・
各
種
団
体
の
皆
さ
ま
か

ら
の
賛
同
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
共
同
宣
言
に
掲
げ
た
取

り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、
よ
り
多

く
の
団
体
か
ら
の
賛
同
を
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
労
働

局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
直
接
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
部

☎
０
１
１
・
７
０
９
・
２
７
１
５

　

弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー
開
設
日
を

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
、

事
前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
セ
ン
タ
ー
開
設
日

　

12
月-　

25
日
（
月
）・
27
日
（
水
）

　

１
月-　

10
日
（
水
）・
15
日
（
月
）

　
　
　
　

17
日
（
水
）・
22
日
（
月
）

　
　
　
　

24
日
（
水
）・
29
日
（
月
）

　
　
　
　

31
日
（
水
）

　

２
月-　

５
日
（
月
）・
７
日
（
水
）

　
　
　
　

14
日
（
水
）・
19
日
（
月
）

　
　
　
　

21
日
（
水
）・
26
日
（
月
）

　
　
　
　

28
日
（
水
）

・
相
談
時
間　

13
時
～
16
時

・
予
約
受
付　

10
時
～
16
時
（
平
日
）

●
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
８
３
７
３

　

新
冠
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
で
は
、
本

年
度
の
研
究
大
会
と
し
て
、
姿
勢
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
＆
メ
ン
タ
ー
コ
ー
チ

と
し
て
活
躍
す
る
清
水
真
さ
ん
の
講

演
を
行
い
ま
す
。
清
水
さ
ん
は
、
全

国
の
学
校
な
ど
で
「
姿
勢
と
健
康
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
い
て
お
り
、

当
町
の
講
演
会
で
も
、
講
演
と
簡
単

な
体
操
教
室
を
予
定
を
し
て
い
ま
す
。

　

事
前
申
し
込
み
な
ど
は
不
要
で
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

・
期
日　

１
月
20
日　

13
時
～
15
時

・
場
所　

レ
・
コ
ー
ド
館
町
民
ホ
ー
ル

・
料
金　

入
場
無
料

●
お
問
い
合
わ
せ
先

新
冠
中
学
校

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
２
９
０
５

O A・文具
リバティーはしもと

あなたの町のカー&ライフサポーター！！

TEL. (47)-2820

株式会社　伊藤商会

ココロも満タンに

新冠SS (47)-3830新和SS (47)-5011

新
冠
町

新
冠
町

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

研
究
大
会

研
究
大
会

家
庭
教
育
学
級

家
庭
教
育
学
級清水 真清水 真氏氏によるによる講演講演

◆一般社団法人姿勢道普及協会理事長◆日本スポーツクラブ協会マスターインストラクター◆姿勢教育指導士
◆子ども身体運動発達指導士◆中高老年期運動指導士◆介護予防運動スペシャリスト◆国際整体師

◆日本メンターコーチング協会コーチ◆スポーツJIKU代表◆ビワの葉温灸指導士

1973年帯広生まれ、札幌市在住。妻・女の子２人の４人暮らし。

プロトレーナーとして水泳五輪選手、プロサッカー選手、プロ野球選手を指導。整体師・姿勢教育指導士として延べ13万人

のカラダを診てきた経験から「姿勢」を整える事で、カラダとココロを健康にする体操法・呼吸法を開発。現在は行政自治

体の健康講座講師、学校での「姿勢と健康」講座講師、また企業やサークル等での「エクササイズ」で全国にて活動中。

http://shimizumakoto.com/ Shimizu Makotoより抜粋

▶どなたでも大歓迎です！申込みは必要ありません
▶小さな子どもからお年寄りまで一緒に参加できます
▶キーワードは「勉強」「スポーツ」「ダイエット」

午後1:00～午後3:00午後1:00～午後3:00
新冠町レ･コード館町民ホール新冠町レ･コード館町民ホール

【年齢制限なし･入場無料】

正しい姿勢で学んで正しい姿勢で学んで、、カラダとココロを健康に！カラダとココロを健康に！
主催／新冠町PTA連合会 主管／新冠中学校PTA 後援／新冠町教育委員会

新冠中学校（TEL/47-2905 FAX/47-4412） 担当／教頭

働
き
方
改
革
の
推
進
に
つ
い
て

札
幌
弁
護
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会

　ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
究
大
会

清
水
真
さ
ん
講
演
会

北海道小児救急電話
相談事業について

　夜間における子どもの急な病気

やけがなどのさい、看護師や小児

科医師が保護者などからの相談に

対し、電話により助言を行ってい

ます。

・時　間

　午後７時～翌朝８時

・電話番号

①道内どこからでも「♯ 8000」

②ＩＰ電話、ＰＨＳからの電話は、

　「☎ 011・232・1599」

・注意事項

　医師が診察して治療するもので

はなく、電話による家庭での対処

などへの助言を行うものです。

　緊急性のある子どものための

電話相談ですので、育児相談は

ご遠慮ください。

●問合せ先：

日高振興局保健環境部静内地域保健室

☎ 0146・42・0251
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今月の一冊

西郷どん !（前・後編）

林 真理子著／ KADOKAWA

　2018年 NHK大河ドラマの原作小説。

　下級武士の家に生まれた西郷吉之

助（のちの隆盛）は、貧しいながら

も家族や友に恵まれて育ち、いつの

日か藩主・島津斉彬に仕えることを

夢に見る…。

　激動の幕末を駆け抜け、新たな時

代をつくった西郷隆盛の生涯を描く。

新着ガイド
新聞の嘘を見抜く 徳山　喜雄

ずるい人が周りからいなくなる本 大嶋　信頼

積極的考え方の力 ノーマン・V．ピール

ヒトは「いじめ」をやめられない 中野　信子

シングル女性の貧困 小杉　礼子編著

小さな平屋に暮らす。 山田　きみえ編

ちくちくはじめて赤ちゃんスタイ 増山　優子

オーケストラ解体新書 読売日本交響楽団編

富美男の乱 梅沢　富美男

シルバー川柳７ 全国有料老人ホーム協会編

武士マチムラ 今野　敏

砂上 桜木　紫乃

千夜と一夜の物語 仁木　英之

感傷的な午後の珈琲 小池　真理子

母さん、ごめん。 松浦　晋也

夜間開館のお知らせ

アニマル号（移動図書館車）運行日程

毎週水曜日は、夜間開館日です。
夜８時まで開館しています。

10：30～ 11：00 おうるの郷

15：40～ 15：55 にこにこクラブ（児童館）

16：00～ 16：30 認定こども園ド・レ・ミ

10：10～ 10：30 朝日小学校

10：10～ 10：30 朝日小学校

11：15～ 11：30 太陽郵便局

12：50～ 13：20 認定こども園ド・レ・ミ

15：05～ 15：35 新冠小学校

15：40～ 15：55 にこにこクラブ（児童館）

12：45～ 13：10 新冠中学校

10：10～ 10：30 朝日小学校

12：50～ 13：20 認定こども園ド・レ・ミ

15：05～ 15：35 新冠小学校

15：40～ 15：55 にこにこクラブ（児童館）

10：30～ 11：00 おうるの郷

１月 11 日

12 日

18 日

25 日

26 日

31 日

２月８日

９日

15 日

　

現
在
の
大
富
地
区
に
は
、
明
治
期
に
開
校
し
た
姉
去

土
人
学
校
が
あ
り
ま
し
た
。
大
正
５
年
３
月
、
御
料
牧

場
の
都
合
に
よ
り
、
一
部
の
住
民
と
と
も
に
学
校
も
平

取
へ
移
転
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
住
民
が
寄
付
金
を

募
り
、
こ
こ
に
校
舎
を
建
築
し
、
日
新
小
学
校
附
属
去

童
特
別
教
授
場
と
し
て
、
同
年
６
月
12
日
に
開
校
し
ま

し
た
。
こ
れ
が
、朝
日
小
学
校
の
は
じ
ま
り
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
新
冠
尋
常
小
学
校
、
新
冠
国
民
学
校
、
新

冠
小
学
校
と
校
名
を
か
え
、
昭
和
26
年
に
旭
小
学
校
、

昭
和
29
年
に
は
朝
日
小
学
校
と
改
称
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
小
学
校
は
昭
和
24
年
に
現
在
地
に
新
築
さ

れ
、
こ
の
校
舎
は
、
新
冠
中
学
校
去
童
分
校
と
し
て
、

昭
和
28
年
ま
で
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

石碑設置場所：

　字朝日　町道朝日川手線横

　（優駿メモリアルパーク側起点から約20ｍ）

●問い合わせ先　レ・コード館図書プラザ　☎ 0146・45・7777

新
冠
の
歴
史
探
訪

　

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
⑩

「
旧
朝
日
小
学
校
跡
」

☆イベントカレンダー
１月24日（水）10：30～ あかちゃん絵本の読み聞かせ

１月27日（土）13：30～ びっくり箱のおはなし会

・主催　読み聞かせの会「びっくり箱」

・場所　レ・コード館図書プラザおはなしのへや

☆年末・年始の休館のお知らせ
　図書プラザは下記の期間、年末年始のため休館さ

せていただきます。休館中の本の返却は返却ポスト

をご利用ください。CD や DVD は返却ポストに入れ

ると破損しますので、開館しましたら直接カウン

ターへご返却いただきますようお願いいたします。

【休館期間】

平成 29 年 12 月 30 日（土）～平成 30 年１月５日（金）

☆新冠小学校　１年生

　　泉澤怜佳さん　読書記録 10冊達成 !!

　泉澤さんは今年 11月に読書記録 10冊目を達成し

ました。これは300冊もの本を読破したことになり、

さらに上をめざし読書記録も継続しています。

　これから少しずつ長いお話しにもチャレンジして、

いろいろな物語や素敵な世界を楽しんでくれるとう

れしいです。

　図書プラザでは、こども

向け読書記録のほか、大人

向けやレシートを貼る簡単

バージョンの読書記録も配

付しています。
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７月
　８日　登山者の無事故を祈り「幌尻岳新冠陽希コース」を命名。

　22日　レ・コード館の開館20周年記念事業「米村でんじろうショー」

　　　　開催。不思議な科学実験が次々と登場し、会場は大興奮。

　29日　新冠町子ども発達支援センターあおぞらで夏祭り開催。

８月
　６日　第39回少年野球新冠大会が開かれ８チームが参加。

　12日　役場駐車場で、ふるさと盆おどり２０１７開催。

　　　　子どもたちは雨にも負けず輪になって盆踊りを楽しむ。

　22日　平和の誓いをあらたに。29年度新冠町戦没者追悼式開催。

　26日　レ・コード館記念事業陸上自衛隊第７音楽隊コンサート開催。

９月
　４日　ＮＨＫ「ハートネットＴＶ」の公開収録に、新冠町農協

　　　　女性部、字新栄の松浦夫妻、字古岸の中村夫妻が出演。

　27日　農業支援員受入農家交流会を太陽開拓婦人ホームで開催。

　30日　「朗読と音楽の調べ」力強い朗読とチェンバロの音が響く。

10月
　９日　全国民生委員児童委員連合会会長表彰受賞者４名と北海

　　　　道社会貢献賞受賞者に、鳴海町長が表彰状を伝達。

　９日　10回目となる新冠中学校吹奏楽部定期演奏会が開かれる。

　24日　新冠町観光振興推進協議会が「ＵＭＡ女子ツアー」開催。

　25日　地域の出会いの場をつくるため、苫小牧信用金庫結婚相

　　　　談所（ＬＬＢ会）との連携協定を締結。

11月
　３日　平成29年度新冠町功労賞・善行賞贈呈式、永年にわたり

　　　　町の発展、振興に寄与した７名が表彰を受ける。

　20日「開かれた行政」を進めるための町政懇談会がスタート。

　　　　町内12か所の会場で開催し、参加者は合計153名に。

　25日　レ・コード館ジュニアジャズバンド第11回定期演奏会開催。

12月
　７日　1人暮らしふれあい年越会ド・レ・ミ園児のよさこいの

　　　　踊りを見た後は、豪華なおせち料理と年越しそばに舌鼓。

　９日　市民劇団ど・こ～れ新冠が、劇団結成以来、20回目とな

　　　　る定期公演を開催。家族や友人などが訪れ客席は満席に。

新　冠　町
あんなこと
こんなこと ７月15・16日　第21回にいかっぷふるさと祭り

７月22日　前山佳弘さんが旭日双光章受章

10月 29日　北星自治会創立50周年記念式典

８月24日　縄レンジャージャンプスクール

12月８日　新冠中学校模擬町政懇談会初開催

2017１月７日　沖縄県金武町から訪問団が来町

３月 28日　新規就農する２家族への激励会

１月８日　平成 29 年新冠町成人式

５月４日　にいかっぷ地場産品即売会開催　

５月15日　レ・コード館で寄贈レコード100万枚達成

１月
　１日　「家内安全」と「豊穣豊作」を祈願して、氷川神社境内で

　　　　元旦恒例の隆盛みこしと判官太鼓の演奏で新年を祝う。

　８日　平成28年度新冠町功労賞・教育賞・教育奨励賞表彰式

　　　　第８回農水新冠賞・第34回森みつ少年少女文芸賞表賞式

　30日　黒毛和牛販売額８億円突破記念祝賀会を開催。

　31日　町と日高中部青年会議所が、災害時の支援活動に関する

　　　　協定を締結。支援物資の調達や輸送、情報収集などで連携。

２月
　12 日　にいかっぷネイチャーズクラブ主催による「新冠・日高

　　　　の自然展」開催。最終日は、琴と尺八の演奏会も開かれる。

28日　　新冠町青少年健全育成者等研修会で、北翔大学准教授・

　　　　元北海高校野球部監督の大西昌美氏が講演。

３月
　７日　町商工会女性部員が、新１年生のためにと手作りした、

　　　　交通安全祈願「愛の鈴」が杉本教育長に届けられる。

　21日　平成28年夏の豪雨災害で、被災地域の災害復旧に尽力さ

　　　　れた町内外の建設業者14社に感謝状を贈呈。

　24日　字古岸の佐々木碧さんが農林水産大臣政務官賞を受賞。

　　　　町長に喜びの受賞報告。

４月
　11日　字節婦の林健一さんが平成28年度消防功労者消防庁長官

　　　　表彰功労章、徳田利則さんが永年勤続功労章を受章。

　23日　平成元年以来 28年ぶりとなる新冠町長選挙が行われ、

　　　　新人の「なるみ修司」氏が当選。投票率は81.27％。

５月
　１日　鳴海修司町長が就任。「思いやりと笑顔にあふれた新冠」

　　　　の実現をめざして、新体制でのまちづくりがスタート。

　11日　議会の同意をうけ中村義弘副町長・山本政嗣教育長が就任。

６月
　３日　ＮＰＯ法人レ・コード館自主企画委員会主催の南こうせつ

　　　　コンサートが開かれる。客席は500名の来場者で満席に。

　８日　レ・コード館が開館20周年を迎えた日にあわせて、寄贈

　　　　レコード100万枚達成記念セレモニーが開かれる。
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キラリと光る レ・コードなまち

今月号は、５・７・５の17音に新冠や日高の季節や風景を描く「新冠俳句会」を紹介します。

○団体・サークル紹介○

【プロフィール】

　新冠俳句会は、昭和 61年に俳句の講座が開かれ

た参加者が、町内で継続して活動したいという思いで

組織された俳句の会です。現在は、６名の会員が月１

度集まり、それぞれの作品を詠みあっています。

　俳句は、日本の伝統芸能の一つで、世界一短い詩

と言われています。原則として季節を表す季語を含み、

17音という限られた文字数の中で、自然や四季を表

現していきます。短い言葉の中に、いかに自分の表現

したい世界を作り上げるかが俳句の魅力の一つです。

　また、文字数が少ないがゆえに、詠む人によって

感じとる雰囲気も意味合いも異なることも、俳句の楽

しみの一つです。

　新冠俳句会の定例会では、自作の作品を持ち寄り、

仲間と詠み合い、話しをしながらお互いに批評します。

　お互いの作品について話しをすることで、言葉や感

性が磨かれ技能も向上していきます。作品の制作に

は時間を要しますが、その分、納得のできる良い作

品ができた時の喜びはひとしおです。

　会では、今年創設30周年を迎えたことから、記念

の句集を制作しました。興味のある方がおりましたら、

図書プラザで閲覧できますので、ご一読ください。

　会員の高齢化や固定化という問題もありますが、お

互いに協力し息の長い活動を続けていきます。

【活動内容】

・句　会：毎月１回開催（冬期間は休会）

　　　　　13時 30分～ 15時 30分

・場　所：レ・コード館　研修室

・会　費：月500円

【会員募集】

　冬期間は活動を中止しておりますが、春よりまた

活動を再開いたします。俳句を詠みたい方がおりま

したら、ぜひ一緒に活動しましょう。初心者・経験

者問わず、誰でも大歓迎です。

　お問い合わせは、レ・コード館内の文化協会事務

局まで。（レ・コード館：☎ 0146・45・7833）

10 月 21 日～ 12 月５日までの届出分（敬称略）

●いつまでもお幸せに
森藤　裕也 ♡ 山本　理香 北星町

髙瀨　良寛 ♡ 山内　彩香 中央町

渡部　洋也 ♡ 山谷　和希 北星町

●お誕生おめでとうございます

榊原 みづは （健介 ひとみ) 東　町

榊 　 大 地 （拓己  和美） 西泊津

渡 部　　 翔 （  紘  絵里香) 大狩部

山 本 　杏
あ ん ず

珠 （俊彦 恵美子) 北星町

●おくやみ申し上げます
新 田 　 令 子 ８１歳 北星町

瀧本　由里子 ５２歳 東　町

溝 尾 　 香 子 ７０歳 節婦町

平井　みどり ９９歳 中央町

野 垣 　 義 雄 ８９歳 北星町

村 本 　 　 保 ９４歳 高　江

広
報
に
い
か
っ
ぷ

人の

うごき

人　口 5,581人 （前月比 －	 ５人）

　男 2,726人 （前月比	 ＋	 １人）

　女 2,855人 （前月比	 －	 ６人）

世 帯 2,726世帯 （前月比 ＋	 ２世帯）
（平成 29 年 11 月末現在）

火災・救急出動状況　　（ ）かっこ内は前年同期

救急件数

 21件（ 19件）

243件（275件）

交 通 事 故 発 生 状 況 　　（ ）かっこ内は前年同期

傷　者

０人（０人）

４人（９人）

死　者

０人（０人）

０人（０人）

火災件数

０件（１件）

３件（１件）

発生件数

０件（０件）

３件（６件）

区　分

11月

29年１～11月

区　分

11月

29年１～11月

「冬道での交通事故防止」
○余裕を持った運転を　○スピードダウンと慎重な運転を

○「急」のつく運転操作は危険 ○交差点に注意 ○悪天候に注意

　　　　　　　　　　　　　　　　　　静内警察署

パパ　　　　ママ

だ い ち

しょう

戸  籍  の  窓

平
成
29
年
12
月
・
30
年
１
号（
通
巻
618
号
）


